
杜の都環境プラン（仙台市環境基本計画）

中間案【概要版】

令和３年度～令和12年度

「杜の都環境プラン（仙台市環境基本計画）」は、仙台市環境基本条例に基づ
き、本市の環境の保全や創造に関する施策の基本的な方向を定める計画であり、
市・市民・事業者等が一体となって杜の都の環境づくりを進める上で、道しるべ
となるものです。

仙台市では、平成23年（2011年）３月に現行の「杜の都環境プラン」を策定し、
これまで様々な取り組みを進めてきました。令和２年度に計画期間の満了を迎え
ることから、現在、環境施策をとりまく動向等を踏まえ、計画改定に向けた検討
を進めています。

杜の都環境プランとは
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環境施策をとりまく動向

仙台市の強み

改定にあたって
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目指す「持続可能な開発目標（SDGs）」が国連で

採択されました。また、平成28年（2016年）には

地球温暖化対策に関する新たな枠組みである「パ

リ協定」が発効し、これらを契機として、世界的

な企業等による環境配慮の取り組みが拡大してい

ます。

本市においても、こうした動きを捉えながら、

持続可能な社会の実現に向けた取り組みを進める

ことが重要です。

これまでの取り組み

本市の人口は、令和２年（2020年）頃をピーク

として減少していくことが見込まれます。また、

少子高齢化やグローバル化の進行など、まちづく

りの前提となる社会状況は大きな変化を迎えてい

ます。さらに世界的に拡大した新型コロナウイル

ス感染症により、市民生活や経済活動に大きな影

響がもたらされました。

環境分野では、地球温暖化対策やプラスチック

ごみ・食品ロスへの対応など、課題は多岐にわた

り、社会・経済分野とも深く関わっています。今

後は、環境面のみならず、社会・経済面をも考慮

した、新たな視点・考え方での取り組みが求めら

れます。

社会状況の変化

持続可能な社会に向けた世界の動き

本市における人口の推移と見込み

出典：2000～2015年は国勢調査結果

2020年以降は推計値（まちづくり政策局資料）

平成27年（2015年）

には、貧困や飢餓、気

候変動など、世界規模

で深刻化する課題に総

合的に取り組むことを

多様な自然環境とそのつながり

都市と自然のバランスがとれたまち

本市では、平成23年（2011年）３月に策定した

「杜の都環境プラン」に基づき、低炭素都市づく

りや資源循環都市づくり、自然共生都市づくりな

どに取り組んできました。東日本大震災からの復

旧・復興に向けては、震災廃棄物をいち早く適正

に処理したほか、東部地域のみどりの再生等に取

り組んできました。また、環境施策に防災の視点

を取り入れ、環境にやさしく、災害にも強い分散

型エネルギーの普及等にも取り組んでいます。

こうした取り組みにより、計画で掲げる定量目

標は、温室効果ガス排出量など一部項目の進捗に

遅れが見られるものの、ごみの総量やみどりの総

量、身近な生きものの認識度、日常生活における

環境配慮行動の実践状況等の項目は概ね良好な結

果となっています。

市民協働で環境課題に取り組む力

市域全体の約８割がみどりで覆われ、原生的な

森林や里地里山をはじめ、市街地のみどり、東部

に広がる農地、源流から河口まで流れる河川、干

潟・砂浜など、多様な自然環境がつながりをもっ

て分布しており、私たちの豊かな暮らしを支える

とともに、「杜の都」を特徴づけています。

東北の中枢都市である本市には「学都」として

の知的資源や人材が集い、市民団体や地域住民が

中心となった活動も盛んに行われています。

また、「杜の都」の良好な環境を保全・継承す

るため、様々な環境課題に協力して取り組んでき

た歴史があり、現在も経験や専門性を持った多様

な主体が協働し、環境課題に取り組んでいます。

定禅寺通に代表されるケヤキ並

木や都心を流れる広瀬川など、都

市機能と自然環境が調和した魅力

的な都市空間を形成しています。

また、自然の恵みを暮らしやまち

づくりに活かしてきた歴史があり、

都市と自然のバランスがとれたま

ちの姿は、本市の大きな魅力と

なっています。



「環境への取り組みが新たな価値を生み、成長を促すまち」を目指します

環境への取り組みを推進し、あわせて経済の活性化や、心の豊かさ、まちの品格・

風格も向上させ、環境と成長の好循環が生まれ、続いていくまちを目指します。

また、仙台を起点として環境価値を広め、杜の都のブランド力の向上を図ります。

目指す環境都市像
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杜の恵みを活かした、持続可能なまち

目指すまちのあり方

３

仙台らしい、環境にやさしいライフスタイル・ビジネススタイルの定着

資源の活用と市域内での循環 仙台を起点とした環境価値の創造・発信

今後の方向性

環境都市像

本市の強みである、豊かな自然環境や環境課題に取り組む市民の力を「杜の都」

の資源として捉え、最大限活かすとともに、地域や人をつなぎ、市域内での循環を

図る持続可能なまちを目指します。

「『杜の都』の資源が活用され、循環するまち」を目指します

近年、環境への取り組みが企業価値の向上や快適で豊

かな生活につながるとの考え方が広まっています。

そのため、環境への取り組みを推進するとともに経済

の活性化や心の豊かさ、まちの品格の向上を図るなど、

新たな環境価値を創造し、まちの成長へつなげていくこ

とが重要です。特に新型コロナウイルス感染症の拡大を

きっかけとし、都市から地方への関心が高まる中、仙台

が「選ばれるまち」として優位性を高めるためには、こ

うした視点が一層重要となってきます。

また、市民のみならず、進学や転勤を機に一時的に居

住したり、観光等で訪れる人々に、本市で環境価値を実

感してもらい、それを新たな場所で広めてもらうなど、

本市を起点とした環境価値の発信を図ります。

環境課題が多岐にわたり、社会・経済分野と

も深く関わる今日においては、本市の強みであ

る豊かな自然環境や環境課題に取り組む市民の

力を資源として捉え、積極的に活用する視点が

必要です。また、大規模災害や新たな感染症な

ど様々な事態が発生した場合でも、本市が持続

可能なまちであるためには、資源をできる限り

域内で循環させることが重要です。

そこで、社会・経済活動の中心となる都心部

と、恵み豊かな自然環境がつながりを持って分

布している本市の地の利を活かし、各地域の特

色ある資源を活用しながら、市域内での循環を

図ります。

持続可能な社会の構築に向けては、様々な状況下においても、あらゆる主体が環境に

配慮した行動を実践していくことが重要です。また、新型コロナウイルス感染症対策を

きっかけとして、生活様式が大きく変容しようとしている機会も捉えながら、より環境

に配慮した行動の定着を図ることが重要です。

本市の強みである、環境づくりに関わる多様な主体の力や豊かな環境などを活かしな

がら、気づきや学びの機会を創出し、無理なく真似したくなるような、仙台らしい、環

境にやさしいライフスタイル・ビジネススタイルの定着を図ります。

環境配慮行動が、快適で豊かな暮らしや企業価値の向上等につながるという考え

方が共有され、多様な主体が連携・協力しあうことにより、仙台らしい、環境にや

さしいライフスタイル・ビジネススタイルが定着したまちを目指します。また、こ

うした行動のあり方を「杜の都スタイル」として内外に発信します。

「全ての主体が環境のことを考え、行動するまち」を目指します



• 脱炭素型のまちの構造をつくる
コンパクトでエネルギー効率の高いまちづくり、二酸化炭素吸収源となる森林の保全・更新 など

• 脱炭素型のエネルギーシステムの構築を進める

再生可能エネルギーの普及、エネルギー性能の高い建築物や設備等の普及 など

• 環境にやさしい交通への転換を進める

公共交通や自転車、徒歩など、環境にやさしい交通手段の利用促進 など

• 脱炭素なライフスタイル・ビジネススタイルを定着させる

事業活動からの温室効果ガス排出削減を図る「温室効果ガス削減アクションプログラム」や、
省エネ・創エネ・蓄エネの３Eの普及を図る「せんだいE-Action」の推進 など

• 豊かな自然環境と多様な生きものを守る
土地利用規制等による自然環境の保全、生物多様性保全に向けた普及啓発 など

• 恵み豊かな里地里山を活性化させる
森林の適切な整備や農地の利活用の推進、市民団体等による保全活動の推進 など

• グリーンインフラをまちづくりに活かす
市街地における緑地等の保全、みどりの持つ多様な機能（ヒートアイランド現象の緩和や雨水の貯
留・浸透など）に着目した緑化の推進 など

• 自然や生きものへの愛着をはぐくむ
自然や生きものとのふれあいの機会の充実、本市の生物多様性の魅力発信 など

① 脱炭素都市づくり

② 自然共生都市づくり

分野別の環境施策

活力や快適性を備えながら、脱炭素化と気候

変動への適応が実現したまち

温室効果ガス排出量

令和12年度（2030年度）における温室効果ガス排出量を平成25年度（2013年度）比で35％以上削減（森
林等による吸収量を含む）します

みどりの総量（緑被率）

みどりの総量（緑被率）について、現在の水準
を維持・向上させます

猛禽類の生息環境

生態系の頂点に位置し、良好な里地里山環境
の指標となる猛禽類（オオタカ・サシバ）の
生息環境を維持・向上させます

身近な生きものの認識度※１

身近な生きもの（９種）について、全ての種における市民の認識度を現在よりも向上させます
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定量
目標

定量
目標

定量
目標

定量
目標
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向
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（生物多様性地域戦略）

• 気候変動によるリスクに備える

増加する自然災害への対応や熱中症への注意喚起 など

※１ 身近な生きもの認識度：カエルやカッコウ等について、過去1年間に見た・鳴き声を聞いたと回答する人の割合

豊かな自然環境や生物多様性が大切にされ、

その恵みが持続的に活かされるまち

目指す
都市の姿

目指す
都市の姿

環境都市像の実現に向けて、「脱炭素都市づくり」、「自然共生都市づくり」、「資源循環都市づくり」、

「快適環境都市づくり」、これらに共通する「行動できる人づくり」の５つの分野別の環境施策を推進します。

各分野においては、目指す都市の姿とともに、その指標となる定量目標を設定します。

令和32年（2050年）温室効果ガス排出量実質ゼロを目指します

<長期目標>

<中期目標>



• 資源の有効利用を進める

• 廃棄物の適正な処理体制を確保する

• 健康で快適な生活環境を保全する

• 地域の環境資源を活かした魅力的なまちづくりを進める

• 環境にやさしい行動の輪を広げる

• 環境にやさしいライフスタイル・ビジネススタイルを定着させる

• 開発事業等における自主的な取り組みを促進する

• 資源を大切に使う行動を定着させる

ワンウェイ(使い捨て)プラスチックや食品ロスの削減に向けた普及啓発、分かりやすい広報・啓発 など

紙類等の資源物の分別徹底、剪定枝等の廃棄物系バイオマスの有効利用の促進 など

災害や感染症の蔓延など非常時にも対応しうる安定的なごみ処理体制の確保 など

関係法令に基づく規制指導等による大気・水・土壌環境の保全 など

環境アセスメント制度等を通じた事業者の環境配慮の取り組みの促進 など

良好な景観の保全、街路樹等を活用した心地よく魅力ある空間の創出 など

教育機関や市民団体等と連携した環境教育・学習の推進 など

環境配慮行動が広がる仕組みづくり、分かりやすい環境情報の発信 など

③ 資源循環都市づくり 限りある資源の大切さが認識され、資源が

無駄なく、循環的に利活用されるまち

環境基準の達成状況

大気や水、土壌などに関する環境基準（二酸化
窒素についてはゾーン下限値）を達成します

環境に関する満足度※２

市民の「環境に関する満足度」（8項目）に
ついて、全ての項目における満足度を現在よ
りも向上させます

日常生活における環境配慮行動

日常生活における市民の環境配慮行動（25項目）について、全ての項目における実践割合※３を現在よりも
向上させます
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④ 快適環境都市づくり

⑤ 行動できる人づくり

定量
目標

定量
目標

定量
目標

定量
目標

定量
目標

定量
目標 令和12年度(2030年度)における家庭ごみに占め

る資源物の割合を30％以下(令和元年度(2019年
度)比で12.5ポイント引下げ)にします

家庭ごみに占める資源物の割合

令和12年度(2030年度)における最終処分量を
4.6万トン以下(令和元年度(2019年度)比で12％
削減)にします

最終処分量

令和12年度(2030年度)における１人1日当たり
の家庭ごみ排出量を400グラム以下(令和元年
度(2019年度)比で14％削減)にします

１人１日当たりの家庭ごみ排出量

施
策
の
方
向

施
策
の
方
向

施
策
の
方
向

定量
目標 令和12年度(2030年度)におけるごみ総量を33万

トン以下(令和元年度(2019年度)比で12％削減)
にします

ごみ総量（生活ごみと事業ごみの合計）

（環境教育等行動計画）

※２ 環境に関する満足度：「空気のきれいさ」や「まちの静けさ」等について「満足している」または「やや満
足している」と回答する人の割合

※３ 日常生活における環境配慮行動の実践割合：「電気や水、ガスなどの節約を心がける」や「食品ロス削減
に努める」等について「常に実践している」または「できるだけ実践している」と回答する人の割合

健康で安全安心かつ、快適な暮らしが営まれ

るとともに、地域資源が活かされ、その魅力

を体感できるまち

目指す
都市の姿

目指す
都市の姿

目指す
都市の姿

全ての人や事業者等が杜の都の環境を大切にし、

行動するまち



輝く！グリーン＆クリーン都市プロジェクト

都心部を中心に、企業や市民等の環境配慮行動を促進しながら、経済の活性化やにぎわい創出を図る

など、新たな環境価値を創造し、環境にやさしい魅力的な都市として発信します

自然の恵みを再生可能エネルギーとして活用するなど、エネルギーの地産地消や地域資源の循環の

仕組みを構築します

広がる！エコアクションプロジェクト

つながる！エネルギー循環プロジェクト

多様な自然環境や様々な主体の力を活かし、環境に関する気づきや学びの機会の充実を図ることによ

り、環境にやさしい行動の輪を広げ、「杜の都スタイル」の拡大を図ります

市役所新本庁舎を含め、都心部において建築物の新築や建替の機会をとらえ、「（仮称）グリーンビル
ディング建築整備方針」の導入等により、杜の都にふさわしい建築物の整備を促進します。

事業者等と連携したワンウェイ（使い捨て）プラスチックや食品ロスの削減、温室効果ガス削減アクショ
ンプログラムの運用等を通じ、環境にやさしいビジネスを推進し、企業価値の向上と取り組みの拡大を図
ります

定禅寺通や青葉通等において、歩行空間を確保し、地域のまちづくり活動と連携してにぎわいを創出する
など、みどりを活用した、歩きたくなる魅力的な都市空間を創出します

子どもたちを含め市民・事業者が気軽に取り組めるよう、体験型の環境学習の充実を図るとともに、
防災や歴史・文化、食、健康など他の分野と組み合わせて効果的に推進します

森林整備による間伐材や街路樹の剪定枝等の木質バイオマスを再生可能エネルギーとして活用するととも
に、森林環境譲与税を活用しながら、多様な機能を有する森林の適切な整備を推進します

食品廃棄物や下水汚泥等の廃棄物系バイオマスについて、エネルギー利用やたい肥化等により資源循環を
推進します

防災性の高い分散型エネルギーの導入促進やエネルギー性能の高い建築物の普及など、市民生活や事業活
動における３Ｅ(省エネ・創エネ・蓄エネ)の普及を図ります

自然や歴史・文化などの地域資源を活かした体験型エコツアーの開催など、仙台の自然や生きものの魅力
について、五感で学べる機会を創出します

市民団体や事業者等が実践する、無理なく真似したくなるような環境にやさしい取り組みを発掘、発信
し、取り組みの水平展開を図ります

重点的な取り組み
本 編
53～56
ぺージ

６

環境都市像のもと目指すまちのあり方の具現化に向け、分野別の環境施策の中から特に効果的な施策を組み合
わせた３つのプロジェクトを設定します。
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グリーンビルディング等の環境にやさしい建築物の整備の促進

事業者と連携した環境にやさしいビジネスの推進

みどりを活用した、歩きたくなる魅力的な都市空間の創出

木質バイオマスの利用促進

廃棄物系バイオマスの利用推進

３Ｅ（省エネ・創エネ・蓄エネ）の普及拡大

「杜の都スタイル」の普及拡大

効果的な環境教育・学習の推進

生物多様性保全推進事業の推進



主体別の環境配慮行動の指針

土地利用における環境配慮の指針

計画の進捗管理
本計画に掲げる定量目標の進捗状況や取り組みの実施状況等については、市長を本部長とする「杜の都環境
プラン推進本部」で進行管理を行います。また、学識経験者や市議会議員、各種団体の代表、関係行政機関の
職員で構成される「仙台市環境審議会」で審議を行い、必要に応じて計画を見直すなど、より効果的な環境施
策の推進につなげていきます。
また、本市の環境の状況や計画の進捗状況等については、年次報告書「仙台市の環境」やホームページ等で
広く公表します。

推進のための取り組み
本 編
57～66
ぺージ

市街地地域

東部田園地域

海浜地域

７

杜の都の良好な環境を保全・継承し、各地域の環境価値を高めていくためには、地域の環境特性を理解し、
適切な土地利用を進めていくことが必要です。ここでは、各地域において配慮すべき事項を示します。

持続可能な社会の実現に向けては、一人ひとりが環境に配慮した行動を実践することが重要です。ここでは、
主体別に期待される役割や、実施していただきたい環境配慮行動の指針を示します。

事業者の
みなさま

教育機関の
みなさま

市民の
みなさま

市民団体の
みなさま

環境問題への理解を深め、環境にやさし
いライフスタイルを心掛け、日常生活の
様々な場面で、できることを積極的に実
践します。

【行動の指針】

山地地域

・自然環境を保全し、原則
として開発事業等は実施
しない

・自然とふれあう場として
活用を図る際は、環境へ
の影響を最小限とするよ
う努める

【期待される役割】

・資源やエネルギーを大切に使う ・ごみの分別の徹底
・マイバッグやマイボトルの活用 ・公共交通の利用

など

環境への取り組みがコスト削減や企業価
値の向上につながることを認識し、環境
の保全・創造に関する取り組みを積極的
に実践します。

【行動の指針】

【期待される役割】

学校等では環境にやさしい行動を実践する
力を身につける環境教育・学習の推進が求
められます。また、大学等では、持続可能
な社会づくりを牽引する人材育成や研究・
技術開発等の推進が期待されます。

【期待される役割】

多様な主体と連携を深め、積極的に環境
にやさしい活動の輪を広げていくことが
期待されます。また、活動経験や専門性
を活かし、地域における環境づくりの
リーダーとしての活躍も期待されます。

【期待される役割】

・従業員の省エネ意識を高める ・環境を重視した経営
・環境負荷の小さい商品やサービスの提供 など

・自然環境を保全し、原則
として開発事業等は実施
しない

・自然観察や海岸の美化活動
など自然とふれあう機会の
創出に努める

など

・環境に配慮した建築物の整
備に努める

など

・農地の保全に努め、開発事
業等はできる限り回避する

・農薬や化学肥料の使用低減
に努めるなど、環境に配慮
した農業を進める

など

西部丘陵地・田園地域

・森林や農地の適切な維持管
理に努める

・自然環境の保全に努め、開
発事業等はできる限り回避
する

など

・自然とふれあう機会の創
出に努める

・都市の生物多様性に配慮し、
緑地の保全や緑化を進める

・再生可能エネルギーや、エ
ネルギー効率が高い設備・
機器を積極的に利用する

・地域に根差した歴史・文化、
原風景等の保全に努める




